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中国電力（株）とJパワーによる 

    共同プロジェクト（瀬戸内プロジェクト）の実施について

  中国電力株式会社（本社：広島市中区，社長：白倉茂生(しらくらしげお)）とJ

パワー（電源開発株式会社，本社：東京都中央区，社長：中垣喜彦(なかがき

よしひこ)）は，両社の経営資源や電気事業のノウハウを活用した「電気供給

事業を行う新会社の設立」および「酸素吹石炭ガス化技術に係る検討」という2

つの案件を題材とした共同プロジェクト（プロジェクトの総称：瀬戸内プロジェク

ト）に取り組むことといたしました。

 

1.電気供給事業を行う新会社の設立について 

  中国電力とJパワーは，変化する電力市場に機動的かつ柔軟に対応し得

る新たなビジネスモデルを構築するための取り組みとして，同額出資により

電気の販売を行う新会社「（仮称）瀬戸内パワー株式会社（以下，新会社）」

を設立します。 

  新会社は，販売用供給力として，将来的には中国電力からの譲渡により

自社電源設備を保有しますが，自社電源保有までの間は“助走”として中国

電力，Jパワー各々から電力を調達します。中国電力から具体的にどの電

源を譲渡するかは，これから1年程度かけて検討する予定です。 

  新会社設立後，準備が整い次第，卸電力市場での販売を開始します。当

面は，日本卸電力取引所（JEPX）での販売を予定しており，掲示板の利用

やPPSとの相対取引は，JEPXでの販売実績も踏まえ，対応を検討していき

ます。また，将来的には，小売も視野に入れて行きたいと考えています。

   

 

【新会社の概要】  

会社名 （仮称）瀬戸内パワー株式会社

本店所在地 広島市

設立時期 平成18年8月（目途） 

（年内を目途に卸電力市場での販売を開始)

取締役社長 未定

資本金 1億円

出資比率 中国電力50％，Jパワー50％

事業内容 電気供給事業



   

2.酸素吹石炭ガス化技術に係る検討 

  両社は，酸素吹石炭ガス化技術に関する大型実証試験の実施の必要性

について，共同で検討を行うことといたしました。 

  石炭資源は，エネルギーセキュリティと経済性の両面で優れた燃料です

が，地球環境との親和性が求められています。酸素吹石炭ガス化技術は，

このニーズへの回答の一つとして，燃料電池との組み合わせによる飛躍的

な発電効率の向上のほか，CO2分離回収，水素製造，石油代替燃料製造

等，幅広い可能性を有しています。 

  今般の共同検討は，中国電力・Jパワーとも，電源構成上の石炭比率が高

く，地球温暖化問題に対応した石炭の有効利用・高度利用という関心を共

有するところから，実施に至ったものです。 

  共同検討は今後2年間程度をかけて実施し，平成19年度末までに大型実

証試験の実施可否を判断する予定です。

 

以上
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別紙

酸素吹石炭ガス化技術の可能性について

   

  石炭ガス化技術は，石炭をガス化し，一酸化炭素（CO）と水素（H2）を主成
分とする生成ガスを製造する技術です。酸素吹石炭ガス化での生成ガス
は，以下のように，多目的に利用できます。

 

1. 地球温暖化問題の解決に貢献できる

  (1) 高効率発電でCO2削減が可能である

 

  蒸気タービンとガスタービンの複合発電，さらに生成ガスの性状が燃
料電池利用に適していることから，燃料電池を併設したトリプルサイク
ル発電（IGFC）が可能で，現在の最新石炭火力の送電端効率40％程
度を55％程度へと飛躍的に向上できます。これにより，現在の石炭火
力に比べて30％程度の二酸化炭素（CO2）削減が期待できます。

  (2) CO2の分離回収が容易である

   
生成ガス中のCO2ガスを高濃度にできるため，他の方法に比べ比較
的容易にCO2を分離回収することができます。究極的な地球温暖化
対策であるCO2ゼロエミッション技術に適した技術といえます。

     

2. 水素社会の実現に貢献できる

 
生成ガスからCO2を分離して水素を生産できます。CO2ゼロエミッション技
術は，石炭からの大量で経済的な水素製造にもつながります。

     

3. 石炭を利用した石油代替燃料，化学原料等の製造が可能である

  CO，H2を原料として，合成燃料，化学原料などが製造できます。

   

  このように，酸素吹石炭ガス化技術は，多様な可能性を持ち，地球温暖化
対策，エネルギー安定供給に貢献できる重要な技術といえます。

 

  現在，酸素吹石炭ガス化技術については，Jパワー・若松総合事業所構内
（福岡県北九州市）で燃料電池用石炭ガス製造技術開発（EAGLE：石炭使用
量150トン/日）のパイロット試験を実施しております。
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